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第 ２ 章  

 

秋田市の自殺の現状  

 

 

            １　秋田市の自殺の状況

 

              (1) 自殺者数および自殺率

 

              (2) 男女別自殺者数

 

              (3) 年齢階級別自殺者数

 

              (4) 年齢階級別自殺率

 

              (5) 年齢階級別自殺者割合

 

              (6) 職業別自殺者数

 

              (7) 原因・動機別自殺者件数

 

              (8) 自殺者の自殺未遂歴の有無

 

              (9) 年代別死因

 

 

            ２　秋田市地域自殺実態プロファイル【2022】

 

 

            ３　「自損患者診療状況シート」について

 

              (1) 事業概要

 

              (2) 「シート」の集計結果

 

 

            ４　秋田市「市民健康意識調査」結果
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（自殺率）

１　秋田市の自殺の状況                    
 
　(1) 自殺者数および自殺率 

  　　　秋田市・秋田県・全国の自殺率の推移（人口動態統計）　　　　  

　 　 　 　 厚生労働省の人口動態統計による本市の自殺率は、平成１０年に急増

　　　後、増減を繰り返しながら推移しましたが、平成１８年に過去最大の３１．９

　　　まで上昇しました。その後、平成２２年以降は減少傾向が続きましたが、

　　　令和４年は１６.８と前年と比べ増加しており、全国との差は０.６ポイ

　　　ントまで近づいております。 

 　　　　秋田市・秋田県・全国の自殺率と自殺者数（人口動態統計）　　　 

（平成１７年：市町村合併あり） 
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S53年 S58年 S63年 H5年 H10年 H15年 H20年 H25年 H30年 R4年

秋田市

秋田県

全国

秋田市 28.3 (90人) 26.1 (83人) 30.3 (101人) 31.9 (106人) 26.4 (87人）

秋田県 44.6 (519人) 39.1 (452人) 39.1 (447人) 42.7 (482人) 37.6 (420人)

全　国 25.5 (32,109人) 24.0 (30,247人) 24.2 (30,553人) 23.7 (29,921人) 24.4 (30,827人)

秋田市 28.4 (93人） 31.0 (101人） 26.9 (87人） 26.0 (84人） 22.4 (72人）

秋田県 37.1 (410人) 38.1 (416人) 33.1 (358人) 32.3 （346人） 27.6 （293人）

全　国 24.0 (30,229人) 24.4 (30,707人) 23.4 (29,554人) 22.9 （28,896人） 21.0 （26,433人）

秋田市 18.4 (59人） 22.3 (71人） 19.9 (63人） 19.8 (62人） 17.4 (54人）

秋田県 26.5 （277人） 26.0 （269人） 25.7 （262人） 23.8 （240人） 24.4 （242人）

全　国 20.7 （26,063人） 19.5 （24,417人） 18.5 （23,152人） 16.8 （21,021人） 16.4 （20,468人）

秋田市 10.7 (33人） 16.3 (50人） 15.0 (46人） 13.1 (40人） 16.8 (51人）

秋田県 20.3 （199人） 20.8 （200人） 18.0 （172人） 18.8 （177人） 22.6 （209人）

全　国 16.1 （20,031人） 15.7 （19,425人） 16.4 （20,243人） 16.5 （20,291人） 17.4 （21,252人）

平成23年 平成24年

平成28年 平成29年

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年平成15年

平成20年

平成25年 平成26年 平成27年

平成21年 平成22年

平成30年 令和3年 令和4年令和元年 令和2年
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　(2) 男女別自殺者数 

 　　　 秋田市の男女別自殺者数年次推移（人口動態統計）　　   　　　　

　 　 　 　 男女の比較では男性が女性の２倍以上となっています。男女ともに平

　　　成２２年以降は減少傾向にありましたが、男性は令和４年に増加し、女

      性はここ数年、減少ペースが鈍化してきております。 

 
　(3) 年齢階級別自殺者数 

      秋田市の年齢階級別自殺者数の推移【男性】（人口動態統計）         

  １０年前の平成２４年と比べると多くの年代で自殺者数が減少してお

りますが、２０歳未満と８０歳以上は増加傾向にあります。 

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4

男性 66 74 61 58 52 38 48 46 42 39 27 33 34 28 39

女性 27 27 26 26 20 21 23 17 20 15 6 17 12 12 12

計 93 101 87 84 72 59 71 63 62 54 33 50 46 40 51
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0～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上（人）

H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年 R3年 R4年
0～19歳 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3 1
20～29歳 8 5 5 5 3 3 0 0 3 5 5
30～39歳 9 7 8 8 6 3 6 7 3 3 5
40～49歳 12 7 6 7 14 9 2 4 3 5 9
50～59歳 11 5 15 12 5 13 6 4 6 3 7
60～69歳 4 7 5 7 5 7 8 11 4 1 4
70～79歳 6 7 7 4 6 1 3 5 8 2 5
80歳以上 2 0 2 3 3 2 2 2 7 6 3
計 52 38 48 46 42 39 27 33 34 28 39
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      秋田市の年齢階級別自殺者数の推移【女性】（人口動態統計）         

  １０年前の平成２４年と比べると多くの年代で自殺者数が減少してお

りますが、５０歳代と７０歳代は増加しております。 

 

      秋田市の年齢階級別自殺者数の推移【男女計】（人口動態統計）       

  １０年前の平成２４年と比べると令和３年までは多くの年代で自殺者

数が減少しております。令和４年は、前年に比べて多くの年代で増加が

みられました。 
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H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年 R3年 R4年

0～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上（人）

H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年 R3年 R4年
0～19歳 3 0 0 2 2 2 0 0 1 4 2
20～29歳 9 8 6 6 6 5 0 3 3 7 5
30～39歳 14 8 10 9 7 4 6 8 5 6 6
40～49歳 13 10 10 9 16 13 2 6 5 7 10
50～59歳 14 10 16 13 10 14 6 5 7 5 11
60～69歳 9 10 14 13 9 9 10 14 7 3 4
70～79歳 7 8 12 7 7 3 6 8 11 2 9
80歳以上 3 5 3 4 5 4 3 6 7 6 4
計 72 59 71 63 62 54 33 50 46 40 51
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H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年 R3年 R4年

0～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上（人）

H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年 R3年 R4年
0～19歳 3 0 0 2 2 1 0 0 1 1 1
20～29歳 1 3 1 1 3 2 0 3 0 2 0
30～39歳 5 1 2 1 1 1 0 1 2 3 1
40～49歳 1 3 4 2 2 4 0 2 2 2 1
50～59歳 3 5 1 1 5 1 0 1 1 2 4
60～69歳 5 3 9 6 4 2 2 3 3 2 0
70～79歳 1 1 5 3 1 2 3 3 3 0 4
80歳以上 1 5 1 1 2 2 1 4 0 0 1
計 20 21 23 17 20 15 6 17 12 12 12
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　(4) 年齢階級別自殺率 

  　　　　　年齢階級別自殺率の全国・秋田県・秋田市比較【男性】　　　　 

  平成２９年から令和３年までの平均（人口動態統計、秋田県年齢別人口流動調査） 

  秋田市の男性の自殺率は５０歳代､６０歳代､８０歳以上は全国を、

３０歳代では、全国、秋田県を上回っています。 

 

  　　　　　年齢階級別自殺率の全国・秋田県・秋田市比較【女性】　　　　 

  平成２９年から令和３年までの平均（人口動態統計、秋田県年齢別人口流動調査） 

  秋田市の女性の自殺率は多くの年齢階級で全国・秋田県を下回ってい

ますが、２０歳代、３０歳代は秋田県を、２０歳未満では全国、秋田県

を上回っています。 

0～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳～ 合計

秋田市 2.7 11.0 8.9 9.3 4.8 9.8 10.2 6.8 7.7
秋田県 2.1 10.3 8.2 9.3 8.1 10.9 14.5 20.8 11.1
全国 2.5 11.9 9.9 10.8 12.2 10.6 12.1 11.8 9.9
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秋田市 秋田県 全国

5年間の年代別自殺者（人口動態統計）の合計を5年間の年代別人口
（秋田県年齢別人口流動調査・人口動態）の合計で除して推計したもの

0～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳～ 合計

秋田市 3.4 16.8 29.0 21.9 33.2 28.1 21.6 35.7 22.7
秋田県 4.1 32.3 26.6 31.4 38.0 31.8 41.0 53.6 30.9
全国 4.0 25.5 26.1 26.7 30.0 24.4 25.5 31.9 22.9

3.4

16.8

29.0

21.9

33.2

28.1

21.6

35.7

22.7

4.1

32.3

26.6

31.4

38.0
31.8
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5年間の年代別自殺者（人口動態統計）の合計を5年間の年代別人口
（秋田県年齢別人口流動調査・人口動態）の合計で除して推計したもの

（自殺率）

（自殺率）
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  　　　　　年齢階級別自殺率の全国・秋田県・秋田市比較【男女計】　　　 

  平成２９年から令和３年までの平均 （人口動態統計、秋田県年齢別人口流動調査） 

  秋田市の自殺率は多くの年齢階級で全国・秋田県を下回っています

が、６０歳代は全国を、３０歳代では全国、秋田県を上回っています。 

 

　(5) 年齢階級別自殺者割合 

　　　　　　年齢階級別自殺者割合の全国・秋田県・秋田市比較　　　　　　 

　　　　　　平成３０年から令和４年までの累計（人口動態統計）　　　　　 

  秋田市の累計年齢階級別自殺者の割合は秋田県よりも全国に近い構成

比率になっています。全国および秋田県と比較すると３０歳代および

６０歳代の自殺者割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳～ 合計

秋田市 3.1 13.9 18.7 15.5 18.4 18.5 15.3 16.6 14.8
秋田県 3.1 21.9 17.6 20.5 22.7 21.0 26.3 31.6 20.4
全国 3.2 18.8 18.1 18.9 21.1 17.3 18.3 19.1 16.2
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（秋田県年齢別人口流動調査・人口動態）の合計で除して推計したもの

（自殺率）
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H30(N=41) 23 14 4 0
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R２(N=54) 37 12 0 5
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R4（N=52） 26 20 2 4
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（人）

(6) 職業別自殺者数  ※１

　　　　　　　　　　　秋田市の職業別自殺者の推移　　　　　　　　　　　 

 （警察庁自殺統計原票データを厚生労働省自殺対策推進室において特別集計した資料を基に作成） 

　無職者が一番多く、次いで被雇用者・勤め人、学生・生徒、自営業者

　　　・家族従業者と続いています。特に令和４年は被雇用者・勤め人の自殺

　　　者が増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          　　　（発見日・発見地ベース） 

　(7) 原因・動機別自殺者件数  ※２

　　　　　　　　　秋田市の原因・動機別自殺件数の推移　　　　　　　　　 

 （警察庁自殺統計原票データを厚生労働省自殺対策推進室において特別集計した資料を基に作成） 

  原因・動機別の自殺件数では不詳を除くと、健康問題が最も多く、次 

いで経済・生活問題、家庭問題と続きます。年次推移では、家庭問題、

経済・生活問題が増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          　　　（発見日・発見地ベース） 
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　(8) 自殺者の自殺未遂歴の有無 

     　    自殺者の自殺未遂歴の全国・秋田県・秋田市比較   　          

                平成３０年から令和４年までの累計                  

 （警察庁自殺統計原票データを厚生労働省自殺対策推進室において特別集計した資料を基に作成） 

  秋田市の自殺者のうち自殺未遂歴ありの割合は、全国および秋田県と

比較すると低い傾向にありますが、不詳の割合が高いことから、その中

に自殺未遂歴ありの自殺者が一定数いると考えられます。 

                                          　　　（発見日・発見地ベース） 

　(9) 年代別死因 

　　　　　　令和４年の秋田市の年代別死因（人口動態統計）　　　　　　　 

  年代別死因では３０歳代までの第１位が自殺となっており、４０歳代、

５０歳代は第２位が自殺となっております。秋田県、全国ともに同様の

傾向にあります。 

11.3%

59.6%

29.0%

あり なし 不詳

10.8%

56.0%

33.2%

あり なし 不詳

19.5%

62.4%

18.1%

あり なし 不詳

秋田市 秋田県

全 国

（令和４年）

年齢 第１位 第２位 第３位

１０～１９歳 自殺 ※悪性新生物、心疾患

２０～２９歳 自殺 悪性新生物 ※不慮の事故、不詳ほか

３０～３９歳 自殺 悪性新生物 不詳

４０～４９歳 悪性新生物 自殺 心疾患

５０～５９歳 悪性新生物 ※自殺、不詳

６０～６９歳 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患

７０～７９歳 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患

８０～８９歳 悪性新生物 心疾患 呼吸器系の疾患

９０～９９歳 老衰 心疾患 悪性新生物

１００歳以上 老衰 心疾患 脳血管疾患

※同率の死因があった場合は、同じ順位に並べて表記しております。



- 15 -

※１　１の（６）職業別自殺者数について 

　　　　令和４年の職業別の集計において、「自営業者・家族従業者」につい

　　　ては特別集計した資料の管理的職業従事者の区分のうち不動産業自営者、

　　　飲食店自営者、農林漁業自営者、製造業自営者、土木・建築業自営者、

　　　その他の自営者を合計して求めております。また、「被雇用者・勤め人」

　　　については有職者のうち「自営業者・家族従事者」を除いた値としてお

　　　ります。 

 

※２　１の（７）原因・動機別自殺者件数について 

　　　　原因・動機に係る集計については、令和３年までは、遺書等の自殺を

　　　裏付ける資料により明らかなものを３つまでとしていましたが、令和４

　　　年からは、遺書等に加え、家族の証言等から考えられるものを４つまで

　　　計上しています。また、原因・動機が特定できない自殺者については不

　　　詳に計上しています。 
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２　秋田市地域自殺実態プロファイル【2022】  

 

　　厚生労働大臣指定法人いのち支える自殺対策推進センター（以下、

「JSCP」という。）が一括して集計、作成を行い、各自治体に提供されたデ

ータの秋田市版からの抜粋です。 

 

　(1) 推奨される重点パッケージ（2022） 

 ・「推奨される重点パッケージ」は下記「地域の主な自殺の

　特徴」の上位３区分の自殺者の特性と「背景にある主な自

　殺の危機経路」を参考に「子ども・若者」、「勤務・経営」、

　「生活困窮者」、「無職者・失業者」、「高齢者」の中から

　選定している。 

・過去５年の合計に基づいている。

 

　(2) 地域の主な自殺の特徴 （特別集計（自殺日・住居地、H29～R3合計）、公表可能）

上位５区分 自殺者数 割合 自殺死亡率 
* 背景にある主な自殺の危機経路 

**

5年計 (10万対)

1位:男性60歳以上無職同居 30 12.4% 25.5 失業（退職）→生活苦＋介護の悩み（疲

れ）＋身体疾患→自殺

2位:男性60歳以上無職独居 25 10.4% 117.0 失業（退職）＋死別・離別→うつ状態→

将来生活への悲観→自殺

3位:男性40～59歳有職同居 25 10.4% 16.0 配置転換→過労→職場の人間関係の悩み

＋仕事の失敗→うつ状態→自殺

4位:女性60歳以上無職同居 24 10.0% 12.0 身体疾患→病苦→うつ状態→自殺

5位:男性20～39歳有職同居 22 9.1% 25.9 職場の人間関係／仕事の悩み（ブラック

企業）→パワハラ＋過労→うつ状態

→自殺

 
　・区分の順位は自殺者数の多い順で、自殺者数が同数の場合は自殺死亡率の

　　高い順とした。 

* 　自殺死亡率の母数(人口)：令和２年国勢調査を基にJSCPが推計したもの 
**　ライフリンク「自殺実態白書2013」を参考に推定したもの。自殺者の特性別に見て、

　代表的と考えられる経路の一例を示しており、記載の経路が唯一のものではない。 

高齢者

生活困窮者

勤務・経営
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　(3)　地域の自殺の特性の評価（H29～R3合計） 

　 指標値 ランク 　 指標値 ランク  

総数１） 15.6   － 男性１） 22.6   －  

20歳未満
１）

2.9   ★ 女性
１）

9.3   －  

20歳代
１）

18.0   ★a 若年者(20～39歳)
１）

18.2   －  

30歳代１） 18.4   ★a 高齢者(70歳以上)１） 17.2   －  

40歳代
１）

15.8   － 勤務・経営
２）

14.5   －  

50歳代
１）

18.2   － 無職者・失業者
２）

31.3   ★★★  

60歳代
１）

20.1   ★                                               

70歳代
１）

16.8   －  

80歳以上
１）

17.6   －

 

　1)　地域における自殺の基礎資料に基づく自殺死亡率（10万対） 

      自殺者１人の増減でランクが変わる場合はランクに a をつけた。 

　2)  特別集計に基づく20～59歳における自殺死亡率（10万対） 

 

 
〈地域における自殺の基礎資料〉 

　　警察庁自殺統計原票データに基づき、厚生労働省自殺対策推進室から公表されて 

　いるもの 

 
〈特別集計〉 

　　警察庁自殺統計原票データを厚生労働省自殺対策推進室とJSCPで特別集計し作成 

　したもの 
 

〈ランクの標章〉全国の市区町村における当該指標値に基づく順位を評価したもの 

 ランク  

 ★★★ 上位10%以内  

 ★★ 上位10～20%  

 ★ 上位20～40%

 － その他

                    

                     　 出典　ＪＳＣＰ「地域自殺プロファイル2022年更新版」
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３　「自損患者診療状況シート」について 

 
　(1) 事業概要 

　　ア　経緯 

　　　自殺未遂者のケアについて、医療や地域の関係機関と連携した体制づ

くりを検討する自殺未遂者対策検討部会（令和４年度末に当該検討部会

は解散）において、自殺未遂者を救急搬送後、精神科通院につなげるこ

とは極めて困難であることが課題に挙げられたことから、平成２４年度

に救急外来から精神科医療へつなぐために※自損患者診療状況シート

（以下「シート」という。）の運用を開始しました。 

　　イ　目的 

　　　自損患者の救急搬送および救急外来受診に至るまでの状況、過去の受

診歴および自殺企図歴その他必要な情報について、搬送に関わった救急

隊員、救急外来の担当医、精神科医等が各項目を記入することにより、

自損患者を救急外来から精神科医療につなぐとともに、データを集計し

て自殺未遂者支援に活用します。 

　　ウ　成果 

　　　平成２４年度より秋田市内の５つの総合病院において、シートを活用

　　したことで救急外来から精神科医療へのつなぎが生まれ、迅速な診察が

　　可能となりました。また、データの集計結果に基づき、研修会の実施や

　　パンフレットの作成などを行うことで、市の事業の充実が図られました。 

 
　　※　シートのイメージ図 

 　　　　　　　　（表）　　　　　　　　　　　　　　（裏）



エ シートの流れ

救急隊員

①年齢、性別などの
基本情報や自殺を
図った手段などを記
入し、救急医等へつ
なぐ。

④’自殺未遂
者向けパンフ
レット配布※

総合病院

救急科

②精神科等受診
状況、身体状況、
精神科等紹介な
どを記入し、精
神科医につなぐ。

④総合病院から情報提
供があったケースに対
して一定期間フォロー
する。

あり

精神科

③背景となる精神
障害等、誘因、再
度の自殺危険度の
評価などを記入し、
必要があれば保健
所へつなぐ。

※自殺未遂者向けパンフレット
自殺未遂者本人およびその家族向けの相談先が記載されています。

市民、関係機関等

⑥事業化、データ提供
・若者の心理に関する
研修会開催

・若者向けパンフレッ
ト作成

・随時データ提供

保健所への紹介
について本人か
らの同意の有無

なし

シート
回収

シート
報告依頼

保健所

⑤保健所が総合病院へ
シートの報告依頼を行
い、回収したシートの
集計を行う。

シートで
つなぐ

連絡

活用

シートで
つなぐ

－19－
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　(2) 「シート」の集計結果 

   　 

  以下については、平成３０年度から令和４年度までのシートの集計結

果から抜粋したものです。 

 

　　　ア  性別と年代          　　　　　　　　　　　　 

            男性は「３０歳代」、女性は「２０歳代」の割合が 

　　　　　最も高くなっています。                    　　　ｎ＝４８５  

               

 

 

　　イ  手段(重複回答あり） 

         「医薬品」が最も多くなっています。              ｎ＝５２６ 

        　　　　　　　　　　　　　　　　 注)自殺企図：自殺行動を起こすこと。 

 

 

割合が高い順

１位 女性 ２０歳代

２位 女性 ３０歳代

３位 女性 １０歳代

４位 女性 ４０歳代

５位 男性 ３０歳代

５位 女性 ５０歳代
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ウ  アルコール飲用の有無、救急外来受診した時点での受　

　　　診状況および自殺未遂の回数 

   アルコール飲用の有無は「なし」、精神科受診状況は「受診中」、

　　　　身体科受診状況は「なし」、自殺未遂の回数は「初めて」が最も多く

　　　　なっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｎ＝４９４

 　　　　　         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

エ  背景となる精神障がい (重複回答あり） 

   　   国際疾病分類のＦ４が最も多く、次いでＦ３が多くなっています。
   　　　                 　                              　ｎ＝３２８ 

                                            　(ICD(国際疾病分類)-10)

F0　 症状性を含む器質性精神障害 F6　 成人のパーソナリティおよび行動

F1　 精神作用物質使用による精神 　の障害 

　および行動の障害 F7　 精神遅滞（知的障害） 

F2　 統合失調症、統合失調症型障 F8　 心理的発達の障害 

 　害および妄想性障害 F90-F98　小児期および青年期に通常発

F3　 気分（感情）障害 　　　 症する行動および情緒の障害 

F4　 神経症性障害、ストレス関連 F99 特定不能の精神障害 

　障害および身体表現性障害 G40 てんかん

F5　 生理的障害および身体的要因

　　に関連した行動症候群
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　 　 　 オ  誘因  (重複回答あり）   

            「家族関係｣が最も多く､次いで「健康問題」が多くなっています。 

                                                          ｎ＝３９８ 

注）業務内容：過重労働、職場不適応感など業務に関すること。 

 

　 　 　 カ  自殺再企図防止のための支援者  (重複回答あり） 

 　　　　　 「家族」が最も多く、次いで「医療者」が多くなっています。

                                                          　ｎ＝４９９
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４　秋田市「市民健康意識調査」結果　　 

 

  「市民健康意識調査」は、市民の健康づくり計画である「第２次健康
あきた市２１」の最終評価の基礎資料として、数値目標の達成状況および
健康づくりに関する市民の意識等を把握するため、令和３年度に実施した
ものです。これは、「休養・こころの健康分野」の調査から抜粋したも
のです。 
  自殺を考えたときに相談できるところについて、半数程度が知らない
と答えています。 

 

   (1) これまで自殺を考えたことがある人の割合 

                         　　　　　　　

      n=1,944　　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (2) 自殺を考えたことがある人が抱えていた問題の内訳（重複回答あり） 

　

　

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済・生活

のこと
仕事のこと 家庭のこと 健康のこと 学校のこと

男女関係の

こと
その他 無回答

全体 36.6% 32.6% 31.9% 19.7% 12.2% 10.8% 9.0% 2.5%

男性 40.4% 44.7% 24.6% 13.2% 8.8% 6.1% 8.8% 3.5%

女性 33.5% 24.4% 37.2% 24.4% 14.6% 13.4% 9.1% 1.8%

0%
5%

10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%
45%
50%

あった
14.4%

なかった
82.3%

無回答
3.3%
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   (3) 自殺を考えたとき相談できるところを知っている人の割合 

                  　　　　　　　　        

        n=1,944

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (4) 「秋田市自殺対策強化月間」を聞いたことがある人の割合 

               　 　　　　　　　　      　

        n=1,944

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (5) ｢ゲートキーパー｣という言葉を聞いたことがある人の割合 

               　  　　　　　　　　

        n=1,944　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている

38.3%

知らない
52.3%

無回答

9.4%

ある
41.6%

ない
51.1%

無回答
7.3%

ある
12.9%

ない
80.6%

無回答
6.6%


